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（１）連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

25年３月期  31,680  △14.9  △654  －  △853  －  255  △58.5

24年３月期  37,230  6.8  2,530  △7.7  1,852  8.8  616  △50.5

（注）包括利益 25年３月期 1,185百万円 （ ％） 91.6   24年３月期 620百万円 （ ％） △27.7

  
１株当たり 
当期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり当期純利益 

自己資本 
当期純利益率 

総資産 
経常利益率 

売上高 
営業利益率 

  円 銭 円 銭 ％ ％ ％ 

25年３月期  5.34  －  1.0  △1.3  △2.1

24年３月期  13.70  －  2.8  3.1  6.8

（参考）持分法投資損益 25年３月期 △751百万円   24年３月期 △421百万円 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

25年３月期  65,137  28,146  41.8  472.32

24年３月期  63,326  23,106  35.6  501.04

（参考）自己資本 25年３月期 27,213百万円   24年３月期 22,556百万円

  
営業活動による 

キャッシュ・フロー 
投資活動による 

キャッシュ・フロー 
財務活動による 

キャッシュ・フロー 
現金及び現金同等物 

期末残高 

  百万円 百万円 百万円 百万円 

25年３月期  3,991  △2,567  2,027  8,450

24年３月期  4,832  △9,352  4,534  4,752

  
年間配当金 配当金総額 

(合計) 
配当性向 
（連結） 

純資産配当
率（連結）第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

24年３月期 －  2.00 － 2.00 4.00  180 29.2 0.8

25年３月期 －  3.00 － 1.00 4.00  192 74.9 0.7

26年３月期（予想） －  1.00 － 1.00 2.00   229.9  

３．平成26年３月期の連結業績予想（平成25年４月１日～平成26年３月31日）

  （％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

第２四半期（累計）  14,000  △17.1  △100  －  △500  －  0  －  0.00

通期  30,000  △5.3  500  －  △200  －  50  △80.5  0.87



※  注記事項 

新規   社  （社名） 、除外   社  （社名）  
  
（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

  

  

  

 
  
（３）発行済株式数（普通株式） 

  
（参考）個別業績の概要 

１．平成25年３月期の個別業績（平成24年４月１日～平成25年３月31日） 

  

  
（２）個別財政状態 

  
※  監査手続の実施状況に関する表示 

  
※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

  

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：  無   

－ － － －

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更： 有

②  ①以外の会計方針の変更              ： 無

③  会計上の見積りの変更                ： 有

④  修正再表示                          ： 無

(注)「会計方針の変更を会計上の見積りと区別することが困難な場合」に該当しております。

詳細は、19ページ「(７)会計方針の変更」をご覧ください。

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 25年３月期 60,991,922株 24年３月期 48,391,922株

②  期末自己株式数 25年３月期 3,374,311株 24年３月期 3,372,358株

③  期中平均株式数 25年３月期 47,926,238株 24年３月期 45,023,830株

(注)１株当たり当期純利益(連結)の算定の基礎となる株式数については、30ページ「１株当たり情報」をご覧くだ

さい。

（１）個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

25年３月期  23,204  △19.8  △403  －  △204  －  △554  －

24年３月期  28,922  7.6  771  △56.0  714  △50.8  △972  －

  
１株当たり 
当期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり当期純利益 

  円 銭 円 銭 

25年３月期  △11.57  －

24年３月期  △21.60  －

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

25年３月期  60,387  26,620  44.1  462.02

24年３月期  59,752  23,356  39.1  518.81

（参考）自己資本 25年３月期 26,620百万円   24年３月期 23,356百万円

この決算短信は、金融商品取引法に基づく監査手続の対象外であり、この決算短信の開示時点において、金融商品取

引法に基づく財務諸表の監査手続は終了していません。

業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定要素を含んでおり

ます。実際の業績等は、業況の変化等により、上記予想数値と異なる場合があります。なお、上記予想に関する事項

については、２ページ「1．経営成績(1) 経営成績に関する分析」をご参照下さい。 
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１．経営成績 

(1）経営成績に関する分析 

①当期の経営成績 

 当連結会計年度における我が国経済は、東日本大震災の復興需要などを背景に一部持ち直しの動きも見られ、政

権交代後の円安・株高の流れから景気回復の期待も高まっております。しかしながら、欧州債務危機の再燃、アメ

リカの財政緊縮、中国経済の減速などの懸念材料も多く、先行きについては依然として不透明な状況が続いており

ます。 

 こうした状況のもと、当社グループにおきましては、将来の主力事業の一つと期待するモバイル端末向けのＮＦ

Ｃ用アンテナシートは伸長しましたが、自動車向けのリチウムイオン電池正極材料等は需要の立ち上がりが遅れて

おり、また、顧客の在庫調整等も影響し売上は低調に推移いたしました。 

 経営成績としては、売上高は31,680百万円（前期比14.9％減）、営業損失は654百万円（前期は営業利益2,530百

万円）となりました。 

 なお、為替差益775百万円、支払利息403百万円及び持分法による投資損失751百万円等があり、経常損失は853百

万円（前期は経常利益1,852百万円）となりました。また、国庫補助金１,976百万円等があり、当期純利益は255百

万円（前期比58.5％減）となりました。 

  

 なお、当連結会計年度において、エンジニアリング事業の売却、伊藤忠商事株式会社との資本業務提携契約を締

結しており、経営改革に向けたスタートを切っております。 

  

セグメント別の状況は、次のとおりであります。 

(機能性顔料) 

 新規連結による販売増がありましたが、印刷記録材料等の販売の減少、着色材料の一部での価格競争激化等によ

り、売上高は前期比5.2%増の13,526百万円、セグメント利益は前期比18.2%減の2,719百万円となりました。 

(電子素材) 

 モバイル端末向けのＮＦＣ用アンテナシートの売上は増加したものの、自動車向けのリチウムイオン電池正極材

料等の売上が減少し、売上高は前期比23.5%減の13,292百万円、セグメント損失1,418百万円（前期はセグメント利

益604百万円）となりました。 

(エンジニアリング) 

 事業売却に伴い9ケ月間のみ連結しておりますが、売上高は前期比29.1%減の5,055百万円、セグメント利益は前期

比28.0%減の233百万円となりました。  

  

②次期の見通し 

 円安株高の流れから景気回復の期待も高まっており、売上増が期待できる事業もあります。一方、自動車向けの

需要拡大の遅れによりリチウムイオン電池正極材事業の伸びは低水準に止まっており、当社グループは依然として

厳しい事業環境の中にあります。 

 このような状況下、当社グループにおきましては、コスト削減や新規需要開拓に継続的に取り組むことで収益体

質を強化するとともに、リチウムイオン電池正極材料やＮＦＣ用アンテナシート等の事業を確実なものとすべく取

組みを強化してまいります。 

 また、伊藤忠商事株式会社との資本業務提携に伴い、グローバルなネットワークを活用したマーケティング、原

材料の調達、新製品の開発、経営管理体制の強化を図ってまいります。 

  

以上をふまえて平成26年3月期通期業績は、売上高30,000百万円、営業利益500百万円、経常損失200百万円、当期純

利益50百万円を見込んでおります。   

   

(2）財政状態に関する分析 

①資産、負債及び純資産の状況 

（資産） 

 当連結会計年度末における資産は65,137百万円となり、前連結会計年度末に比べ1,810百万円増加いたしました。

これは主に、現金及び預金の増加2,643百万円等によります。 

（負債） 

 当連結会計年度末における負債は36,990百万円となり、前連結会計年度末に比べ3,228百万円減少いたしました。

これは主に借入金の減少820百万円、工事未払金の減少691百万円、支払手形及び買掛金の減少418百万円等によりま

す。 

１．経営成績・財政状態に関する分析
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（純資産） 

 当連結会計年度末における純資産は28,146百万円となり、前連結会計年度末に比べ5,039百万円増加いたしまし

た。これは主に新株発行による資本金及び資本剰余金の増加3,830百万円、為替換算調整勘定の増加695百万円等に

よります。 

  

②キャッシュ・フローの状況 

 当連結会計年度末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は8,450百万円となり、前連結会計年度末

より3,698百万円増加いたしました。 

 当連結会計年度における各キャッシュ・フローの状況は、次のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動によるキャッシュ・フローは3,991百万円（前期は4,832百万円）となりました。これは主に、減価償却

費2,494百万円、売上債権の減少1,234百万円及びたな卸し資産の減少843百万円等による資金の増加が、資金の減少

を上回った結果によります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動によるキャッシュ・フローは△2,567百万円（前期は△9,352百万円）となりました。これは主に、有形

固定資産取得による支出3,817百万円及び貸付による支出1,584百万円等による資金の減少が、補助金の受取額1,976

百万円等による資金の増加を上回った結果によります。 

（財務活動によるキャシュ・フロー） 

 財務活動によるキャッシュ・フローは2,027百万円（前期は4,534百万円）となりました。これは主に、新株発行

による収入3,830百万円が借入金の返済等による資金の減少を上回った結果によります。 

  

  なお、当社グループのキャッシュ・フローに係る指標の推移及び予想は下記のとおりであります。 

※ 自己資本比率：自己資本／総資産 

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産 

債務償還年数：有利子負債／営業キャッシュ・フロー 

インタレスト・カバレッジ・レシオ：営業キャッシュ・フロー／利払い 

１． 各指標は、いずれも連結ベースの財務数値により計算しております。 

２． 株式時価総額は、期末株価終値×期末発行済株式総数により算出しております。 

３． 営業キャッシュ・フローは連結キャッシュ・フロー計算書の営業活動によるキャッシュ・フローを使用し 

   ております。有利子負債は、連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っているすべての負 

   債を対象としております。また、利払いについては、連結キャッシュ・フロー計算書の利息の支払額を使 

   用しております。 

  

（3）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当  

 当社の利益配分に関する基本方針は、株主に対する安定的な配当を継続することを最も重視しておりますが、経

営成績、内部留保の充実、配当性向等も併せて勘案し、総合的に判断して決定することとしております。 

 当期の剰余金の配当につきましては、すでに３円の中間配当を実施しておりますが、当期の業績及び内部留保の

状況を踏まえ、期末配当は１円を予定しております。 

 次期の配当は継続的な安定配当の考えに沿いつつ、厳しい経営環境が継続することを予想しておりますので、中

間、期末ともに１円、年間では一株当たり２円を予定しております。 

  

  平成21年

3月期 

平成22年

3月期 

平成23年

3月期 

平成24年 

3月期 

平成25年

3月期 

自己資本比率（％） 36.4 38.6 39.5  35.6 41.8

時価ベースの自己資本比率

（％） 

30.1 59.9 63.8  45.5 29.9

債務償還年数（年） － － 5.3  6.1 7.2

インタレスト・カバレッ

ジ・レシオ 

－ － 12.4  16.6 10.5
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 当社グループ（当社及び当社の関係会社）は、当社、子会社21社及び関連会社14社により構成されており、機能性顔

料、電子素材の製造・販売の事業を主たる業務としております。 

 なお、第３四半期連結累計期間においてエンジニアリング事業を行っていた連結子会社富士化水工業㈱の事業を会社分

割（吸収分割）し、新設した当該孫会社である新富士化水工業㈱に承継させた上で、新会社の発行済株式の全部の譲渡を

行っております。 

 当社グループの事業内容及び当社と関係会社の当該事業に係る位置付けは次のとおりであります。 

  

(1）機能性顔料 

 機能性顔料の製造は、当社及び戸田ピグメント㈱が中心となって行っております。その販売につきましては、当

社及び戸田工業ヨーロッパGmbHが主体となっております。 

 東京色材工業㈱は主にインキ、合成樹脂用の着色顔料の製造・販売を行っております。 

 中国における事業活動として、戸田聯合実業有限公司及び徳清華源顔料有限公司は、着色顔料の材料を製造・販

売し、かつ戸田ピグメント㈱及び徳清戸田三峰顔料有限公司に原料としても供給しております。徳清戸田三峰顔料

有限公司も着色顔料用の材料を製造・販売し、戸田ピグメント㈱に原料供給もしております。 

  

(2）電子素材 

 当社及び戸田マテリアル㈱は、リチウムイオン電池正極材料の製造を行っており、その販売は、当社が行ってお

ります。戸田アドバンストマテリアルズINC.はリチウムイオン及びニッケル水素電池材料の製造を行っており、主

に当社・戸田アメリカINC.及び戸田工業ヨーロッパGmbHに原料・製品を供給しております。戸田アメリカINC.は、

リチウムイオン電池正極材料の製造・販売を行っております。 

 中国では湖南杉杉戸田新材料有限公司が、リチウムイオン電池正極材料の製造・販売を行っております。 

 ㈱セントラル・バッテリー・マテリアルズ及び韓国のSTM CO.,LTD.は、リチウムイオン電池正極材料の製造・販

売に向けて活動しており、㈱T&Tイノベーションズ等は技術革新に対応すべく研究開発等を行っております。さら

に電池材料の安定した調達を図るためMECHEMA TODA CORPORATIONを新規設立しております。 

 また、当社は電子機器の素材としてのフェライト材料・フェライトコンパウンド等の製造・販売を行っており、

戸田塑磁材料(浙江)有限公司は、フェライトコンパウンド等の製造・販売を、浙江東磁戸田磁業有限公司及び戸田

フェライトコリア CO.,LTD.は、フェライト材料の製造・販売を行っております。TODA ISU CORPORATIONはソフト

フェライトコア等の電子部品を製造・販売を、戸田麦格昆磁磁性材料(天津)有限公司は希土類コンパウンド等の製

造・販売を行っております。 

  

２．企業集団の状況
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 事業の系統図は、次のとおりであります。 
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(1) 会社の経営の基本方針 

 当社は、「個性や自主性を大切にし、人の創造性を活かし、ユニークで独創性な価値を創造する企業である」こと

を理念とし、以下に示す項目を基本方針としてより良き企業市民として積極的に行動します。 

①２１世紀における、新しい戸田工業グループを創造する。 

②情報、環境とエネルギーの分野において、素材のみならずソリューションが提供できる戸田工業グループを目指 

 す。 

③グローバル企業を目指す。 

④No.１、Ｏnly１を目指す。 

⑤品質保証体制、設備保全体制を盤石にし、顧客の信頼を勝ち取る。 

  

(2) 目標とする経営指標 

 当社は、企業価値の最大化を経営の最重要課題として位置づけ、ＦＣＦ（フリー・キャッシュ・フロー）、ＲＯＥ

を重要指標としております。 

  

(3) 中長期的な会社の経営戦略 

 上記の「会社の経営の基本方針」を踏まえ、新規事業育成・事業分野の拡大を目指して、それぞれの事業分野にお

いて、製品、製造の研究・技術開発に力を注ぎ、アプリケーションとソリューションをお客様に提供できるよう、伊

藤忠商事株式会社との資本業務提携を活用しつつ、新たな視点で事業展開を行ってまいります。 

 また、海外展開に関しては、生産・販売拠点の配置の最適化を行い、グローバルな競争力の構築を図っています。

セグメント区分ごとの具体的な展開は、以下の通りとなります。 

機能性顔料の展開については、以下の項目を重点的に取り組んでいます。 

① 各種着色材料については、既存の顔料市場への対応の他に、ＩＴ社会の必需品となっているプリンター用の材 

  料、特にカラー化対応の新規分野への取組みに注力しています。 

② 磁性粉末材料については、先端技術分野であるデータテープ用において常に先端の技術開発を追求します。ま 

  た、徹底したコスト削減による利益の確保を図っていきます。 

③ 電子素材事業の展開については、リチウムイオン電池正極材料等の開発と拡販に注力するとともに、電子部品用 

  材料の新規用途開発、ＮＦＣ用アンテナシート等のＥＭＣ（電磁環境両立性）市場への展開に注力していきま 

  す。 

  

(4) 会社の対処すべき課題 

当社グループでは、現在、事業構造の転換を積極的に推進しており、その成果が形作られつつある状況と認識し

ております。酸化鉄で培った技術を他の素材にも展開し、リチウムイオン電池正極材料、電子部品用材料、環境関連

事業等への経営資源の投入を積極的に加速し、新規事業の基盤整備を推し進めてまいりました。 

伊藤忠商事株会社と資本業務提携を行ったことで、同社のグローバルなネットワークを活用したマーケティン

グ、原材料の調達、新規顧客・新規用途への拡大、経営管理体制の強化等を行い、シナジー効果の拡大を図ってまい

ります。 

しかしながら、当社グループを取り巻く事業環境は、未だ先行きの不透明感が拭えておらず、コスト構造改革に

よる体質強化や新規需要開拓が迫られています。これに対応すべく、伊藤忠商事株式会社との関係を深化させ、今後

大きな成長が見込める事業には積極的に取り組んでいくものの、将来的に期待できない市場、競争が激化する市場に

おいては、事業及び設備投資の選択と集中を行い、徹底したコスト削減を図り、利益確保を目指してまいります。 

また、環境問題は化学メーカーとして存続していくためには避けては通れない重要な課題と捉えており、引き続

き強化してまいります。 

  

(5) その他、会社の経営上重要な事項 

 該当事項はありません。 

  

３．経営方針
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４．連結財務諸表 
（１）連結貸借対照表 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成24年３月31日) 

当連結会計年度 
(平成25年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 5,154 7,797

受取手形及び売掛金 8,634 7,239

完成工事未収入金 1,053 －

有価証券 － 1,000

商品及び製品 2,940 2,932

仕掛品 1,943 1,990

未成工事支出金 154 －

原材料及び貯蔵品 2,490 1,818

繰延税金資産 104 103

その他 2,298 2,711

貸倒引当金 △49 △37

流動資産合計 24,723 25,554

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） ※5  5,619 ※1, ※5  6,398

機械装置及び運搬具（純額） ※5  7,315 ※5  8,776

土地 6,520 6,411

リース資産（純額） 248 294

建設仮勘定 9,353 8,548

その他（純額） ※5  286 ※5  267

有形固定資産合計 ※2  29,343 ※2  30,696

無形固定資産   

のれん ※3  134 ※3  281

リース資産 42 25

その他 271 ※1  578

無形固定資産合計 447 884

投資その他の資産   

投資有価証券 ※4  4,849 ※4  4,938

長期貸付金 985 1,162

繰延税金資産 1,391 694

その他 ※4  1,684 ※4  1,222

貸倒引当金 △100 △15

投資その他の資産合計 8,811 8,002

固定資産合計 38,602 39,582

資産合計 63,326 65,137

戸田工業㈱（4100）平成25年３月期　決算短信 

-7-



（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成24年３月31日) 

当連結会計年度 
(平成25年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 3,943 3,524

短期借入金 12,955 ※1  13,580

1年内返済予定の長期借入金 ※7  6,071 ※7  4,293

リース債務 67 81

未払法人税等 421 242

賞与引当金 275 232

完成工事補償引当金 62 －

工事未払金 691 －

その他 2,585 2,181

流動負債合計 27,073 24,136

固定負債   

長期借入金 ※7  7,350 ※7  7,682

リース債務 260 270

退職給付引当金 2,234 2,225

役員退職慰労引当金 225 246

環境対策引当金 62 61

繰延税金負債 － 74

その他 3,012 2,293

固定負債合計 13,145 12,854

負債合計 40,219 36,990

純資産の部   

株主資本   

資本金 5,562 7,477

資本剰余金 15,553 17,468

利益剰余金 3,862 3,768

自己株式 △1,530 △1,531

株主資本合計 23,447 27,183

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 △218 7

為替換算調整勘定 △672 22

その他の包括利益累計額合計 △890 30

新株予約権 － －

少数株主持分 550 932

純資産合計 23,106 28,146

負債純資産合計 63,326 65,137
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書 
（連結損益計算書） 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成24年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成25年３月31日) 

売上高   

商品及び製品売上高 31,894 28,135

完成工事高 5,336 3,545

売上高合計 37,230 31,680

売上原価   

売上原価 ※7  25,900 ※7  24,530

完成工事原価 4,253 2,778

売上原価合計 30,154 27,309

売上総利益 7,076 4,371

販売費及び一般管理費   

販売運賃 628 623

従業員給料手当 1,100 1,046

賞与引当金繰入額 63 68

退職給付費用 88 86

減価償却費 209 135

研究開発費 ※1  386 ※1  884

その他 2,069 2,180

販売費及び一般管理費合計 4,545 5,025

営業利益又は営業損失（△） 2,530 △654

営業外収益   

受取利息 74 86

受取配当金 18 18

受取賃貸料 16 19

為替差益 － 775

有価証券売却益 － 0

雑収入 ※2  224 ※2  204

営業外収益合計 333 1,104

営業外費用   

支払利息 296 403

持分法による投資損失 421 751

為替差損 186 －

雑損失 107 147

営業外費用合計 1,011 1,303

経常利益又は経常損失（△） 1,852 △853

特別利益   

固定資産処分益 ※3  0 ※3  0

関係会社株式売却益 － 401

国庫補助金 － 1,976

特別利益合計 0 2,378
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（単位：百万円）

前連結会計年度 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成24年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成25年３月31日) 

特別損失   

固定資産処分損 ※4  224 ※4  41

投資有価証券売却損 0 －

投資有価証券評価損 － ※5  326

減損損失 ※6  35 ※6  38

その他 ※8  2 ※8  4

特別損失合計 262 411

税金等調整前当期純利益 1,590 1,113

法人税、住民税及び事業税 480 290

法人税等調整額 455 578

法人税等合計 935 869

少数株主損益調整前当期純利益 654 243

少数株主利益又は少数株主損失（△） 37 △12

当期純利益 616 255
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（連結包括利益計算書） 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成24年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成25年３月31日) 

少数株主損益調整前当期純利益 654 243

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △20 226

為替換算調整勘定 △17 452

持分法適用会社に対する持分相当額 3 262

その他の包括利益合計 △34 941

包括利益 620 1,185

（内訳）   

親会社株主に係る包括利益 582 1,149

少数株主に係る包括利益 37 35
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（３）連結株主資本等変動計算書 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成24年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成25年３月31日) 

株主資本   

資本金   

当期首残高 5,562 5,562

当期変動額   

新株の発行 － 1,915

当期変動額合計 － 1,915

当期末残高 5,562 7,477

資本剰余金   

当期首残高 15,553 15,553

当期変動額   

新株の発行 － 1,915

自己株式の処分 0 △0

当期変動額合計 0 1,915

当期末残高 15,553 17,468

利益剰余金   

当期首残高 3,425 3,862

当期変動額   

剰余金の配当 △180 △225

当期純利益 616 255

連結範囲の変動 － △129

その他 － 5

当期変動額合計 436 △93

当期末残高 3,862 3,768

自己株式   

当期首残高 △1,523 △1,530

当期変動額   

自己株式の取得 △7 △1

自己株式の処分 0 0

当期変動額合計 △7 △0

当期末残高 △1,530 △1,531

株主資本合計   

当期首残高 23,017 23,447

当期変動額   

新株の発行 － 3,830

剰余金の配当 △180 △225

当期純利益 616 255

連結範囲の変動 － △129

自己株式の取得 △7 △1

自己株式の処分 0 0

その他 － 5

当期変動額合計 429 3,735

当期末残高 23,447 27,183
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（単位：百万円）

前連結会計年度 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成24年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成25年３月31日) 

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金   

当期首残高 △197 △218

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △20 226

当期変動額合計 △20 226

当期末残高 △218 7

為替換算調整勘定   

当期首残高 △658 △672

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △13 695

当期変動額合計 △13 695

当期末残高 △672 22

その他の包括利益累計額合計   

当期首残高 △856 △890

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △34 921

当期変動額合計 △34 921

当期末残高 △890 30

新株予約権   

当期首残高 12 －

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △12 －

当期変動額合計 △12 －

当期末残高 － －

少数株主持分   

当期首残高 523 550

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 27 382

当期変動額合計 27 382

当期末残高 550 932

純資産合計   

当期首残高 22,696 23,106

当期変動額   

新株の発行 － 3,830

剰余金の配当 △180 △225

当期純利益 616 255

連結範囲の変動 － △129

自己株式の取得 △7 △1

自己株式の処分 0 0

その他 － 5

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △19 1,303

当期変動額合計 410 5,039

当期末残高 23,106 28,146
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成24年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成25年３月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前当期純利益 1,590 1,113

減価償却費 2,525 2,494

減損損失 35 38

のれん償却額 27 63

各種引当金の増減額 15 17

受取利息及び受取配当金 △93 △104

支払利息 296 403

投資有価証券売却損益（△は益） 0 －

投資有価証券評価損益（△は益） － 326

関係会社株式売却損益（△は益） － △401

為替差損益（△は益） 180 △568

持分法による投資損益（△は益） 421 751

有形固定資産除却損 224 41

有形固定資産処分損益（△は益） △0 △0

売上債権の増減額（△は増加） △869 1,234

たな卸資産の増減額（△は増加） △253 843

仕入債務の増減額（△は減少） △1,609 45

補助金収入 － △1,976

未払又は未収消費税等の増減額 △283 187

その他 2,852 △95

小計 5,061 4,416

法人税等の支払額 △228 △424

営業活動によるキャッシュ・フロー 4,832 3,991

投資活動によるキャッシュ・フロー   

利息及び配当金の受取額 112 127

投資有価証券の取得による支出 △5 △5

投資有価証券の売却による収入 0 4

関係会社株式の取得による支出 △2,310 △600

関係会社株式の売却による収入 1,057 420

有形固定資産の取得による支出 △7,579 △3,817

有形固定資産の売却による収入 6 0

無形固定資産の取得による支出 △44 △60

貸付けによる支出 △594 △1,584

貸付金の回収による収入 174 844

補助金の受取額 － 1,976

その他 △168 126

投資活動によるキャッシュ・フロー △9,352 △2,567
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（単位：百万円）

前連結会計年度 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成24年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成25年３月31日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 3,150 108

長期借入れによる収入 5,200 3,600

長期借入金の返済による支出 △3,250 △4,801

利息の支払額 △290 △380

株式の発行による収入 － 3,830

配当金の支払額 △180 △225

自己株式の売却による収入 0 0

自己株式の取得による支出 △7 △1

その他 △86 △103

財務活動によるキャッシュ・フロー 4,534 2,027

現金及び現金同等物に係る換算差額 △34 267

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △19 3,719

現金及び現金同等物の期首残高 4,772 4,752

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 － 234

連結除外に伴う現金及び現金同等物の減少額 － △256

現金及び現金同等物の期末残高 ※1  4,752 ※1  8,450
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 該当事項はありません。  

   

(5）連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

（連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項）

当連結会計年度 
（自 平成24年４月１日 
至 平成25年３月31日） 

１ 連結の範囲に関する事項 

(1）連結子会社の数 20社 

主要な連結子会社の名称 

 上記のうち、戸田聯合実業（浙江）有限公司については、重要性が増したため、当連結会年度より連結の範

囲に含めております。また、戸田磁鉄(深圳)有限公司については、当連結会計年度において新たに設立したた

め、連結の範囲に含めております。  

戸田工業ヨーロッパGmbH 

戸田ピグメント㈱ 

戸田マテリアル㈱ 

轡㈲ 

戸田塑磁材料（浙江）有限公司 

徳清戸田三峰顔料有限公司 

富士化水工業㈱ 

戸田フェライトコリア CO.,LTD. 

東京色材工業㈱ 

戸田麦格昆磁磁性材料（天津）有限公司 

戸田聯合実業（浙江）有限公司 

戸田磁鉄(深圳)有限公司 

(2）主要な非連結子会社名 

クツワ化工㈱ 

連結の範囲から除いた理由 

 非連結子会社の合計の総資産、売上高、当期純損益(持分に見合う額)及び利益剰余金（持分に見合う額）等

は、いずれも連結財務諸表に重要な影響を及ぼしていないためであります。 

２ 持分法の適用に関する事項 

(1）持分法を適用した非連結子会社数 該当会社はありません。 

(2）持分法を適用した関連会社数 12社 

主要な持分法を適用した関連会社の名称 

徳清華源顔料有限公司 

浙江東磁戸田磁業有限公司 

湖南杉杉戸田新材料有限公司  

TODA ISU CORPORATION 

戸田アメリカINC. 

戸田アドバンストマテリアルズINC. 

㈱T＆Tイノベーションズ  

STM CO.,LTD. 

㈱セントラル・バッテリー・マテリアルズ 

エム・ティ－・カーボン㈱ 

MECHEMA TODA CORPORATION  

 上記のうち、エム・ティ－・カーボン㈱については、重要性が増したため、MECHEMA TODA CORPORATIONにつ

いては、新規設立により、当連結会年度より持分法適用の範囲に含めております。 

 前連結会計年度において持分法を適用しておりましたM＆Tオリビン㈱については、当連結会計年度において

当社が所有する株式の一部売却に伴い持分比率が減少し、関連会社の範囲から外れたため、持分法適用の範囲

から除外しております。   
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当連結会計年度 
（自 平成24年４月１日 
至 平成25年３月31日） 

(3）持分法を適用しない非連結子会社及び関連会社のうち主要な会社の名称 

クツワ化工㈱  

持分法を適用しない理由 

 持分法非適用会社は、それぞれ当期純損益及び利益剰余金等に及ぼす影響が軽微であり、かつ全体としても重要

性がないため、持分法適用の範囲から除外しております。 

(4）持分法の適用の手続について特に記載する必要があると認められる事項 

 持分法適用会社のうち、決算日が連結決算日と異なる会社については、当該会社の直近の事業年度に係る財務諸

表を使用しております。 

３ 連結子会社の事業年度等に関する事項 

 連結子会社のうち、国内子会社の富士化水工業㈱及び在外子会社の戸田塑磁材料（浙江）有限公司他12社の決算日

は12月31日であります。 

 連結財務諸表の作成にあたっては、同日現在の財務諸表を使用し、連結決算日との間に生じた重要な取引について

は、連結上必要な調整を行っております。 

４ 会計処理基準に関する事項 

(1）重要な資産の評価基準及び評価方法 

① 有価証券 

その他有価証券 

時価のあるもの 

 当連結会計年度末の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は

移動平均法により算定） 

時価のないもの 

 移動平均法による原価法 

② たな卸資産 

通常の販売目的で保有するたな卸資産 

主として総平均法による原価法（収益性の低下による簿価切下げの方法）によっております。 

(2）重要な減価償却資産の減価償却の方法 

① 有形固定資産（リース資産を除く） 

 主として定額法によっております。 

 なお、耐用年数及び残存価額については、主として法人税法に規定する方法と同一の基準によっております。

② 無形固定資産（リース資産を除く） 

 定額法によっております。 

 なお、償却年数については、主として法人税法に規定する方法と同一の基準によっております。 

 ソフトウェア（自社利用分）については、社内における利用可能期間（５年）に基づく定額法によっておりま

す。 

③ リース資産 

 所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産 

 リース期間を耐用年数とし、残存価額をゼロとする定額法によっております。 

 なお、リース取引会計基準の改正適用初年度開始前の所有権移転外ファイナンス・リース取引については、通

常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっております。 

(3）重要な引当金の計上基準 

① 貸倒引当金 

 債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権に

ついては個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上しております。 

 なお、在外の子会社は貸倒見積額を計上しております。 

② 賞与引当金 

 従業員に対して支給する賞与の支出に充てるため、支給見込額に基づき計上しております。 
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当連結会計年度 
（自 平成24年４月１日 
至 平成25年３月31日） 

③ 退職給付引当金 

 従業員の退職給付に備えるため、当連結会計年度末における退職給付債務及び年金資産の見込額に基づき当連

結会計年度末において発生していると認められる額を計上しております。 

 過去勤務債務については、その発生時における従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数（主として５年）

による按分額を発生年度から費用処理しております。 

 また、数理計算上の差異については、各連結会計年度の発生時の従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数

（主として５年）による按分額をそれぞれ発生の翌連結会計年度より費用処理しております。  

④ 役員退職慰労引当金 

 当社及び主要な連結子会社の役員の退職慰労金の支出に備えるため、役員内規に基づく当連結会計年度末要支

給額を計上しております。 

⑤ 環境対策引当金 

保管するＰＣＢ廃棄物等の処理費用の支出に備えるため、合理的に見積もることが出来る費用について、今後発

生が見込まれる金額を計上しております。 

(4）重要な収益及び費用の計上基準 

 完成工事高の計上基準 

 当連結会計年度末までの進捗部分につき成果の確実性が認められる工事については工事進行基準(工事の進捗率

の見積りは原価比例法)を適用し、その他の工事については工事完成基準を適用しております。 

(5）連結財務諸表の作成の基礎となった連結会社の財務諸表の作成に当たって採用した重要な外貨建の資産又は負債

の本邦通貨への換算の基準 

 外貨建金銭債権債務は、連結決算日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益として処理しておりま

す。なお、在外子会社等の資産及び負債は、連結決算日の直物為替相場により円貨に換算し、収益及び費用は期中

平均相場により円貨に換算し、換算差額は純資産の部における為替換算調整勘定及び少数株主持分に含めておりま

す。 

(6）重要なヘッジ会計の方法 

① ヘッジ会計の方法 

為替予約について振当処理の要件を満たしている場合は振当処理を採用しております。また、金利スワップに

ついて特例処理の要件を満たしているため特例処理を採用しております。 

② ヘッジ手段とヘッジ対象 

（ヘッジ手段） （ヘッジ対象） 

為替予約 外貨建金銭債権債務 

金利スワップ 借入金の利息 

③ ヘッジ方針 

 外貨建取引の為替相場の変動リスクを回避する目的で為替予約取引を行い、借入金の金利変動リスクを回避す

る目的で金利スワップ取引を行っており、ヘッジ対象の識別は個別契約毎に行っております。 

④ ヘッジ有効性評価の方法 

 為替予約については、ヘッジ手段及びヘッジ対象に関する重要な条件が一致し、かつヘッジ開始時及びその後

も継続して相場変動又はキャッシュ・フロー変動を完全に相殺するものと想定することが出来るため、ヘッジ有

効性の評価を省略しております。 

 また、金利スワップについては、特例処理の要件を満たしているので決算日における有効性の評価を省略して

おります。 

(7）のれんの償却方法及び償却期間 

のれん及び平成22年３月31日以前に発生した負ののれんについては、原則として５年間で均等償却しておりま

す。 

(8）連結キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲  

手許現金、要求払預金及び取得日から３カ月以内に満期日の到来する流動性の高い、容易に換金可能であり、か

つ、価値の変動について僅少なリスクしか負わない短期的な投資であります。  

(9) その他連結財務諸表作成のための重要な事項 

消費税等の会計処理 

 消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっております。 
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（会計方針の変更）

当連結会計年度 
（自 平成24年４月１日 
至 平成25年３月31日） 

 (会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更) 

   一部の国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、当連結会計年度より、平成24年４月１日以後に取得した有形固

  定資産については、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しております。 

    これによる損益に与える影響は軽微であります。   

（表示方法の変更）

 該当事項はありません。  

（追加情報）

当連結会計年度 
（自 平成24年４月１日 
至 平成25年３月31日） 

(減損会計における資産のグルーピングの方法の変更） 

当社グループは、従来、事業資産については事業セグメントを資産のグルーピングの最小単位とし、賃貸用不動産

及び将来の使用が見込まれていない遊休資産については個々の物件単位としておりました。 

 しかしながら、近年の経営環境の変化及び組織変更等に伴い、製品品種別に区分することが適切と判断し、当連結

会計年度より区分しております。 

 この変更により損益に与える影響はありません。  
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※１ 担保資産及び担保付債務 

   担保に供している資産は、次のとおりであります。  

      担保付債務は、次のとおりであります。  

   

※２ 有形固定資産の減価償却累計額 

  

※３ のれん及び負ののれんは、相殺表示しております。相殺前の金額は次のとおりであります。 

  

※４ 非連結子会社及び関連会社に対するものは次のとおりであります。 

  

※５ 圧縮記帳 

 取得価額から控除されている国庫補助金の圧縮記帳額は次のとおりであります。 

  

※６ 偶発債務 

前連結会計年度（平成24年３月31日） 

重要な訴訟事件 

 連結子会社の富士化水工業㈱は、中国で工事発注元の会社とともに、平成13年12月に海水脱硫装置の特許侵害に関

して起訴されましたが、平成21年12月に中華人民共和国最高人民法院において、富士化水工業㈱及び工事発注元の会

社に対し、両者が共同して50百万中国元の損害賠償責任を負う旨をはじめとする内容の判決を受けました。当該案件

に関する対応については、現在検討中であります。 

  

当連結会計年度（平成25年３月31日） 

重要な訴訟事件 

（連結貸借対照表関係）

  
前連結会計年度 

（平成24年３月31日） 
当連結会計年度 

（平成25年３月31日） 

建物及び構築物 ―百万円 百万円 226

無形固定資産その他(土地使用権) ―  131

計 ―  357

  
前連結会計年度 

（平成24年３月31日） 
当連結会計年度 

（平成25年３月31日） 

短期借入金 ―百万円 778百万円 

前連結会計年度 
（平成24年３月31日） 

当連結会計年度 
（平成25年３月31日） 

  百万円 44,062   百万円 46,890

  
前連結会計年度 

（平成24年３月31日） 
当連結会計年度 

（平成25年３月31日） 

のれん 百万円 172 百万円 288

負ののれん  38  7

差引  134  281

  
前連結会計年度 

（平成24年３月31日） 
当連結会計年度 

（平成25年３月31日） 

投資有価証券（株式） 百万円 3,724 百万円 3,828

(うち、共同支配企業への投資額)  2,245  2,369

投資その他の資産の「その他」（出資

金） 
 751  377

(うち、共同支配企業への投資額)  328  377

  
前連結会計年度 

（平成24年３月31日） 
当連結会計年度 

（平成25年３月31日） 

建物及び構築物 百万円 0 百万円 0

機械装置及び運搬具  7  7

その他  52  52
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①    連結子会社の富士化水工業㈱は、中国で工事発注元の会社とともに、平成13年12月に海水脱硫装置の特許侵害

に関して起訴されましたが、平成21年12月に中華人民共和国最高人民法院において、富士化水工業㈱及び工事発

注元の会社に対し、両者が共同して50百万中国元の損害賠償責任を負う旨をはじめとする内容の判決を受けまし

た。当該案件に関する対応については、現在検討中であります。 

  

②    当社の関連会社であるTODA ISU CORPORATION(韓国、12月決算)(以下TODA ISU)において、平成23年11月に早期

退職制度に基づく解雇を実施しました。これに対して解雇された元従業員の一部が韓国の行政機関である労働委

員会に解雇の無効等の申請を行いました。 

     地方労働委員会の初審判定では、当該申請は棄却されましたが、平成24年12月の中央労働委員会による再審に

おいて、解雇は無効であり、原職への復帰及び解雇期間中の賃金相当額の支払いを命じる判定が下されました。 

     TODA ISUは、再審判定に異議があるとして行政訴訟を扱うソウル行政法院に同月訴訟を提起し、現在当該退職

が適正であることを主張し争っております。 

  

保証債務  

 連結会社以外の会社の金融機関等からの借入に対し、債務保証を行っております。    

  

※７ 財務制限条項 

 当社は、設備資金を安定的に調達するため、取引銀行15行とシンジケート方式によるコミットメント期間付ターム

ローン契約を締結しております。 

 連結会計年度末におけるコミットメント期間付タームローン契約に係る借入未実行残高等は次のとおりでありま

す。 

 上記のコミットメント期間付タームローン契約（前連結会計年度末残高 百万円、当連結会計年度末残高

百万円）について、以下の財務制限条項が付されております。 

① 各年度の決算期の末日における連結の貸借対照表における純資産の部の金額を、平成20年３月期の末日における

貸借対照表の純資産の部の金額の ％及び直前の決算期の末日における貸借対照表の純資産の部の ％のいずれ

か高い方の金額以上に維持する。 

② 各年度の決算期における連結の損益計算書に示される経常損益が２期連続して損失とならないようにする。 

  

前連結会計年度 
（平成24年３月31日） 

当連結会計年度 
（平成25年３月31日） 

TODA ISU CORPORATION 641百万円 TODA ISU CORPORATION 百万円 1,087

    
㈱セントラル・バッテリ

ー・マテリアルズ 
  600

    浙江瑞明門窓有限公司  104

    徳清森騰電子科技有限公司  104

    浙江科達磁電有限公司   104

    浙江拓翔建材有限公司  69

計 641百万円 計 2,070百万円    

  
前連結会計年度 

（平成24年３月31日） 
当連結会計年度 

（平成25年３月31日） 

コミットメント期間付タームローンの

総額 
百万円 5,000 百万円 5,000

借入実行残高  5,000  5,000

差引額 ― ― 

2,500 1,250

75 75
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※１ 一般管理費に含まれる研究開発費の総額 

なお、製造費用に含まれる研究開発費はありません。 

  

※２ 雑収入の内訳は、次のとおりであります。 

  

※３ 固定資産処分益の内容は次のとおりであります。 

  

※４ 固定資産処分損の内訳は次のとおりであります。 

  

※５ 投資有価証券評価損の内容は次のとおりであります。 

   

※６ 減損損失 

当社は、以下の資産グループについて減損損失を計上しました。 

前連結会計年度（自 平成23年４月１日  至 平成24年３月31日） 

（経緯） 

  当連結会計年度において、建設が中止となり、これに伴い廃棄を予定している資産について、これらの帳簿価額を

回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失として計上しました。 

（グルーピングの方法） 

  原則として、事業セグメント別に区分し、賃貸用不動産及び将来の使用が見込まれていない遊休資産については

個々の物件単位としております。 

（回収可能価額の算定方法等） 

正味売却価額、固定資産税評価額基準 

  

（連結損益計算書関係）

前連結会計年度 
（自 平成23年４月１日 
 至 平成24年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成24年４月１日 
 至 平成25年３月31日） 

百万円 386 百万円 884

前連結会計年度 
（自 平成23年４月１日 
 至 平成24年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成24年４月１日 
 至 平成25年３月31日） 

有価廃棄物収入 百万円 37   百万円 37

その他  186    166

計  224    204

前連結会計年度 
（自 平成23年４月１日 
 至 平成24年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成24年４月１日 
 至 平成25年３月31日） 

機械装置及び運搬具 百万円 0   百万円 0

前連結会計年度 
（自 平成23年４月１日 
 至 平成24年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成24年４月１日 
 至 平成25年３月31日） 

建物及び構築物 百万円 4   百万円 5

機械装置及び運搬具  50    34

建設仮勘定その他  130    0

撤去工事費  39    2

計  224    41

前連結会計年度 
（自 平成23年４月１日 
 至 平成24年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成24年４月１日 
 至 平成25年３月31日） 

株式 ―百万円   百万円 326

用途 種類 場所 減損損失 

電池材料製造設備 建設仮勘定  山口県山陽小野田市 百万円 35
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当連結会計年度（自 平成24年４月１日  至 平成25年３月31日） 

（経緯） 

  これらは遊休状態にあり、将来の用途が定まっておらず、回収可能価額が帳簿価格を下回ったことから減損損失を

認識しております。 

（グルーピングの方法） 

  原則として、事業資産については製品品種をグルーピングの最小単位とし、賃貸用不動産及び将来の使用が見込ま

れていない遊休資産については個々の物件単位としております。 

（回収可能価額の算定方法等） 

正味売却価額、固定資産税評価額基準 

  

※７ 通常の販売目的で保有する棚卸資産の収益性の低下による簿価切下額。 

  

※８ 特別損失のその他は、連結子会社における、物流過程で生じた事故の処理等に係る費用であります。 

  

前連結会計年度（自 平成23年４月１日 至 平成24年３月31日） 

１ 発行済株式に関する事項 

２ 自己株式に関する事項 

（変動事由の概要） 

増加数の主な内訳は、次のとおりであります。 

  
減少数の主な内訳は、次のとおりであります。 

３ 新株予約権に関する事項 

 (注) 新株予約権の当連結会計年度減少は、新株予約権の消却によるものであります。 

用途 種類 場所 減損損失 

遊休資産 機械装置 広島県大竹市 百万円 20

遊休資産 機械装置及び構築物 山口県山陽小野田市 百万円 17

前連結会計年度 
（自 平成23年４月１日 
 至 平成24年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成24年４月１日 
 至 平成25年３月31日） 

売上原価 百万円 399   百万円 289

（連結株主資本等変動計算書関係）

株式の種類 当連結会計年度期首 増加 減少 当連結会計年度末 

普通株式（千株）  48,391  －  －  48,391

株式の種類 当連結会計年度期首 増加 減少 当連結会計年度末 

普通株式（千株）  3,362  10  0  3,372

単元未満株式の買取りによる増加 千株10

単元未満株式の買増請求に対する売渡しによる減少 千株0

区分 
新株予約権の

内訳 

新株予約権の
目的となる株
式の種類 

新株予約権の目的となる株式の数（千株）  当連結会計 
年度末残高 
（百万円） 

当連結会計 
年度期首 

当連結会計 
年度増加  

当連結会計 
年度減少  

当連結会計 
年度末  

 提出会社  新株予約権 普通株式    3,300  －    3,300  －    － 

 合計  －    3,300  －    3,300  －    － 
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４ 配当に関する事項 

(1）配当金支払額 

(2）基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの 

当連結会計年度（自 平成24年４月１日 至 平成25年３月31日） 

１ 発行済株式に関する事項 

（変動事由の概要） 

増加数の主な内訳は、次のとおりであります。 

  

２ 自己株式に関する事項 

（変動事由の概要） 

増加数の主な内訳は、次のとおりであります。 

  
減少数の主な内訳は、次のとおりであります。 

３ 配当に関する事項 

(1）配当金支払額 

(2）基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの 

  
決議 

株式の種類 
配当金の総額 
（百万円） 

１株当たり配当額 
（円） 

基準日 効力発生日 

平成23年６月29日 

定時株主総会 
普通株式  90  2.0 平成23年３月31日 平成23年６月30日

平成23年11月7日 

取締役会 
普通株式  90  2.0 平成23年９月30日 平成23年12月9日 

  
決議 

株式の種類 配当の原資 
配当金の総額
（百万円） 

１株当たり 
配当額（円）

基準日 効力発生日 

平成24年６月28日 

定時株主総会 
普通株式 利益剰余金  90  2.0 平成24年３月31日 平成24年６月29日

株式の種類 当連結会計年度期首 増加 減少 当連結会計年度末 

普通株式（千株）  48,391  12,600  －  60,991

第三者割当増資による新株発行による増加 千株12,600

株式の種類 当連結会計年度期首 増加 減少 当連結会計年度末 

普通株式（千株）  3,372  2  0  3,374

単元未満株式の買取りによる増加 千株2

単元未満株式の買増請求に対する売渡しによる減少 千株0

  
決議 

株式の種類 
配当金の総額 
（百万円） 

１株当たり配当額 
（円） 

基準日 効力発生日 

平成24年６月28日 

定時株主総会 
普通株式  90  2.0 平成24年３月31日 平成24年６月29日

平成24年11月7日 

取締役会 
普通株式  135  3.0 平成24年９月30日 平成24年12月10日

  
決議 

株式の種類 配当の原資 
配当金の総額
（百万円） 

１株当たり 
配当額（円）

基準日 効力発生日 

平成25年６月27日 

定時株主総会 
普通株式 利益剰余金  57  1.0 平成25年３月31日 平成25年６月28日
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※１ 現金及び現金同等物の期末残高と連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係 

  

（連結キャッシュ・フロー計算書関係）

  
前連結会計年度 

（自 平成23年４月１日 
至 平成24年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成24年４月１日 
至 平成25年３月31日） 

現金及び預金勘定 

有価証券勘定  

百万円 

― 

5,154 百万円 

  

7,797

1,000

預入期間３か月超の定期預金  △401  △346

現金及び現金同等物  4,752  8,450
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１ 報告セグメントの概要 

 当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であ

り、取締役会が経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっている

ものであります。当社グループの報告セグメントの区分は製品系列を基礎として製造方法、製造過程並び

に販売市場の類似性を考慮して区分しており、「機能性顔料」、「電子素材」、「エンジニアリング」の

３つを報告セグメントとしております。 

各報告セグメントの主な製品は次の通りです。 

（１）機能性顔料・・・・・・磁性粉末材料、各種着色材料 

（２）電子素材・・・・・・・フェライト材料、リチウムイオン電池正極材料、合成樹脂用安定剤等 

（３）エンジニアリング・・・プラントエンジニアリング、土壌改質剤  

２ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法 

 報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事

項」における記載と同一であります。 

報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。  

セグメント間の内部収益及び振替高は市場実勢価格に基づいております。 

なお、一部の国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、当連結会計年度より、平成24年４月１日以後に

取得した有形固定資産については、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しております。これ

によるセグメント利益に与える影響は軽微であります。 

３ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報  

前連結会計年度（自  平成23年４月１日  至  平成24年３月31日） 

                               （単位：百万円）

     （注）１ セグメント利益の調整額△1,723百万円には、各報告セグメントに配分していない全社費用△1,726

百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費でありま

す。   

   ２ セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。  

   

（セグメント情報等）

ａ．セグメント情報

  

報告セグメント 

合計 
調整額 
（注）１  

連結財務諸表
計上額 
（注）２ 機能性顔料 電子素材 

エンジニア 
リング  

売上高 

 外部顧客への売上高  12,857  17,316  7,056  37,230  －  37,230

 セグメント間の内部 

 売上高又は振替高 
 3  57  78  139  △139  －

計  12,861  17,373  7,135  37,370  △139  37,230

 セグメント利益     3,325  604  323  4,254  △1,723  2,530

 セグメント資産  13,954  28,526  2,391  44,872  18,453  63,326

その他の項目 

 減価償却費  861  1,262  36  2,160  364  2,525

 有形固定資産及び 

無形固定資産の増加額 
 436  7,316  48  7,801  278  8,079
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当連結会計年度（自  平成24年４月１日  至  平成25年３月31日） 

                               （単位：百万円）

     （注）１ セグメント利益又は損失(△)の調整額△2,188百万円には、各報告セグメントに配分していない全

社費用△2,192百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管

理費であります。   

   ２ セグメント利益又は損失(△)は、連結損益計算書の営業利益又は損失(△)と調整を行っておりま

す。  

   ３ 当連結会計年度において、当社の連結子会社である富士化水工業株式会社の事業を会社分割（吸収

分割）し、新設した当社孫会社である新富士化水工業株式会社に承継させた上で、譲渡を行ってお

ります。これにより前連結会計年度の末日に比べ、当連結会計年度の報告セグメントの資産の金額

は「エンジニアリング」において2,308百万円減少しております。  

   

  

報告セグメント 

合計 
調整額 
（注）１  

連結財務諸表
計上額 
（注）２ 機能性顔料 電子素材 

エンジニア 
リング  

売上高 

 外部顧客への売上高  13,515  13,203  4,961  31,680  －  31,680

 セグメント間の内部 

 売上高又は振替高 
 11  88  93  193  △193  0

計  13,526  13,292  5,055  31,873  △193  31,680

 セグメント利益又は損失

(△)          
 2,719  △1,418  233  1,533  △2,188  △654

 セグメント資産  15,097  28,366  83  43,547  21,589  65,137

その他の項目 

 減価償却費  799  1,390  27  2,218  276  2,494

 有形固定資産及び 

無形固定資産の増加額 
 274  2,773  2  3,050  225  3,275
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前連結会計年度（自  平成23年４月１日  至  平成24年３月31日） 

１ 製品及びサービスごとの情報 

 製品及びサービスの区分が報告セグメント区分と同一であるため、記載を省略しております。 

  

２ 地域ごとの情報 

(1）売上高 

（単位：百万円）

（注）売上高は顧客の所在地を基礎とし、国又は地域に分類しております。   

  

(2）有形固定資産 

 本邦に所在している有形固定資産の金額が連結貸借対照表の有形固定資産の90％を超えるため、記載を

省略しております。 

   

３ 主要な顧客ごとの情報             (単位：百万円） 

  

当連結会計年度（自  平成24年４月１日  至  平成25年３月31日） 

１ 製品及びサービスごとの情報 

 製品及びサービスの区分が報告セグメント区分と同一であるため、記載を省略しております。 

  

２ 地域ごとの情報 

(1）売上高 

（単位：百万円）

（注）売上高は顧客の所在地を基礎とし、国又は地域に分類しております。   

  

(2）有形固定資産 

 本邦に所在している有形固定資産の金額が連結貸借対照表の有形固定資産の90％を超えるため、記載を

省略しております。 

   

３ 主要な顧客ごとの情報              

       外部顧客への売上高のうち、連結損益計算書の売上高の10％以上を占める相手先がいないため、  

       記載を省略しています。 

  

ｂ．関連情報

 日本 ヨーロッパ 北アメリカ アジア その他の地域 計 

 26,700  1,177  982  8,317  53  37,230

 顧客の情報 売上高 関連するセグメント 

オートモーティブエナ

ジーサプライ(株) 
 4,353 電子素材 

 日本 ヨーロッパ 北アメリカ アジア その他の地域 計 

 20,339  985  1,039  9,264  50  31,680
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前連結会計年度（自  平成23年４月１日  至  平成24年３月31日） 

                                    （単位：百万円） 

  

当連結会計年度（自  平成24年４月１日  至  平成25年３月31日） 

                                    （単位：百万円） 

  

前連結会計年度（自  平成23年４月１日  至  平成24年３月31日） 

 金額の重要性が乏しいので記載を省略しております。 

   

当連結会計年度（自  平成24年４月１日  至  平成25年３月31日） 

                                （単位：百万円）  

  

前連結会計年度（自  平成23年４月１日  至  平成24年３月31日） 

 該当事項はありません。 

  

当連結会計年度（自  平成24年４月１日  至  平成25年３月31日） 

 該当事項はありません。 

  

ｃ．報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報

   

報告セグメント 

全社・消去 合計  
機能性顔料 電子素材 

エンジニア 
リング  

 減損損失     －  35  － －  35

   

報告セグメント 

全社・消去 合計  
機能性顔料 電子素材 

エンジニア 
リング  

 減損損失     17  20  －  －  38

ｄ．報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報

   

報告セグメント 

全社・消去 合計  
機能性顔料 電子素材 

エンジニア 
リング  

 当期償却額     1  61  0  －  63

 当期末残高     124  157  －  －  281

ｅ．報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報

戸田工業㈱（4100）平成25年３月期　決算短信 

-29-



（注）１株当たり当期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであります。  

  

  

         該当事項はありません。 

（１株当たり情報）

前連結会計年度 
（自 平成23年４月１日 
至 平成24年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成24年４月１日 
至 平成25年３月31日） 

なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、

潜在株式が存在しないため記載しておりません。  

１株当たり純資産額 円501.04

１株当たり当期純利益 円13.70

なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、

潜在株式が存在しないため記載しておりません。  

１株当たり純資産額 円472.32

１株当たり当期純利益 円5.34

項 目 
前連結会計年度 

（自 平成23年４月１日 
至 平成24年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成24年４月１日 
至 平成25年３月31日） 

連結損益計算書上の当期純利益（百万円）  616  255

普通株主に帰属しない金額（百万円）  －  －

普通株式に係る当期純利益（百万円）  616  255

普通株式の期中平均株式数（千株）  45,023  47,926

（重要な後発事象）
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５．個別財務諸表 
（１）貸借対照表 

（単位：百万円）

前事業年度 
(平成24年３月31日) 

当事業年度 
(平成25年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,656 4,877

受取手形 232 226

売掛金 7,605 6,033

有価証券 － 1,000

商品及び製品 2,437 2,245

仕掛品 1,328 1,136

原材料及び貯蔵品 1,947 1,197

前払費用 12 8

繰延税金資産 99 91

未収入金 960 444

短期貸付金 1,574 2,152

1年内回収予定の長期貸付金 1,426 599

その他 86 62

貸倒引当金 △42 △387

流動資産合計 19,326 19,690

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 4,599 5,007

構築物（純額） 568 517

機械及び装置（純額） 6,682 7,807

車両運搬具（純額） 1 13

工具、器具及び備品（純額） 214 216

土地 5,844 5,844

リース資産（純額） 239 294

建設仮勘定 9,236 8,520

有形固定資産合計 27,385 28,221

無形固定資産   

のれん 171 157

特許権 81 61

ソフトウエア 99 93

リース資産 39 25

その他 22 8

無形固定資産合計 415 345
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（単位：百万円）

前事業年度 
(平成24年３月31日) 

当事業年度 
(平成25年３月31日) 

投資その他の資産   

投資有価証券 1,093 1,109

関係会社株式 6,280 6,499

関係会社出資金 1,721 1,864

長期貸付金 48 －

従業員に対する長期貸付金 39 34

関係会社長期貸付金 1,831 2,921

破産更生債権等 84 63

長期前払費用 7 2

繰延税金資産 1,577 917

その他 172 143

貸倒引当金 △88 △15

投資損失引当金 △143 △1,408

投資その他の資産合計 12,624 12,130

固定資産合計 40,425 40,697

資産合計 59,752 60,387

負債の部   

流動負債   

買掛金 3,779 2,642

短期借入金 11,900 12,100

1年内返済予定の長期借入金 5,996 4,212

リース債務 65 81

未払費用 310 408

未払法人税等 39 176

前受金 － 828

預り金 63 72

前受収益 0 0

賞与引当金 233 197

設備未払金 1,175 522

その他 12 4

流動負債合計 23,577 21,247

固定負債   

長期借入金 7,190 7,508

リース債務 249 270

退職給付引当金 2,101 2,186

役員退職慰労引当金 212 229

環境対策引当金 62 61

長期前受金 3,000 2,250

その他 2 11

固定負債合計 12,818 12,519

負債合計 36,395 33,767
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（単位：百万円）

前事業年度 
(平成24年３月31日) 

当事業年度 
(平成25年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 5,562 7,477

資本剰余金   

資本準備金 15,552 17,468

その他資本剰余金 0 0

資本剰余金合計 15,553 17,468

利益剰余金   

利益準備金 1,110 1,110

その他利益剰余金   

固定資産圧縮積立金 80 80

別途積立金 2,455 2,455

繰越利益剰余金 270 △508

利益剰余金合計 3,916 3,137

自己株式 △1,530 △1,531

株主資本合計 23,501 26,551

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △145 68

評価・換算差額等合計 △145 68

新株予約権 － －

純資産合計 23,356 26,620

負債純資産合計 59,752 60,387
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（２）損益計算書 

（単位：百万円）

前事業年度 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成24年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成25年３月31日) 

売上高   

商品売上高 12,034 6,788

製品売上高 16,888 16,415

売上高合計 28,922 23,204

売上原価   

商品期首たな卸高 1,391 1,259

当期商品仕入高 11,403 6,458

合計 12,795 7,718

商品期末たな卸高 1,259 1,162

商品売上原価 11,535 6,555

製品期首たな卸高 1,181 1,178

当期製品製造原価 13,688 13,586

合計 14,869 14,764

製品期末たな卸高 1,178 1,082

製品売上原価 13,691 13,681

売上原価合計 25,226 20,237

売上総利益 3,695 2,967

販売費及び一般管理費   

販売運賃 503 466

役員報酬 49 69

従業員給料手当 593 632

賞与引当金繰入額 50 40

退職給付費用 45 42

役員退職慰労引当金繰入額 23 17

旅費及び交通費 118 126

減価償却費 167 74

研究開発費 384 882

その他 988 1,017

販売費及び一般管理費合計 2,924 3,370

営業利益又は営業損失（△） 771 △403

営業外収益   

受取利息 112 113

受取配当金 52 41

受取賃貸料 79 98

為替差益 － 632

雑収入 125 114

営業外収益合計 369 1,000
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（単位：百万円）

前事業年度 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成24年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成25年３月31日) 

営業外費用   

支払利息 273 313

貸倒引当金繰入額 － 352

為替差損 97 －

雑損失 55 135

営業外費用合計 426 801

経常利益又は経常損失（△） 714 △204

特別利益   

固定資産処分益 0 0

国庫補助金 － 1,976

特別利益合計 0 1,976

特別損失   

固定資産処分損 200 12

投資有価証券売却損 0 －

投資有価証券評価損 － 317

関係会社株式売却損 － 2

関係会社株式評価損 1,019 －

投資損失引当金繰入額 － 1,264

減損損失 35 38

特別損失合計 1,255 1,635

税引前当期純利益又は税引前当期純損失（△） △541 136

法人税、住民税及び事業税 16 138

法人税等調整額 415 552

法人税等合計 431 691

当期純損失（△） △972 △554
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（３）株主資本等変動計算書 

（単位：百万円）

前事業年度 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成24年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成25年３月31日) 

株主資本   

資本金   

当期首残高 5,562 5,562

当期変動額   

新株の発行 － 1,915

当期変動額合計 － 1,915

当期末残高 5,562 7,477

資本剰余金   

資本準備金   

当期首残高 15,552 15,552

当期変動額   

新株の発行 － 1,915

当期変動額合計 － 1,915

当期末残高 15,552 17,468

その他資本剰余金   

当期首残高 0 0

当期変動額   

自己株式の処分 0 △0

当期変動額合計 0 △0

当期末残高 0 0

資本剰余金合計   

当期首残高 15,553 15,553

当期変動額   

新株の発行 － 1,915

自己株式の処分 0 △0

当期変動額合計 0 1,915

当期末残高 15,553 17,468

利益剰余金   

利益準備金   

当期首残高 1,110 1,110

当期変動額   

当期変動額合計 － －

当期末残高 1,110 1,110

その他利益剰余金   

固定資産圧縮積立金   

当期首残高 72 80

当期変動額   

固定資産圧縮積立金の積立 7 －

当期変動額合計 7 －

当期末残高 80 80
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（単位：百万円）

前事業年度 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成24年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成25年３月31日) 

別途積立金   

当期首残高 2,455 2,455

当期変動額   

当期変動額合計 － －

当期末残高 2,455 2,455

繰越利益剰余金   

当期首残高 1,431 270

当期変動額   

剰余金の配当 △180 △225

当期純損失（△） △972 △554

固定資産圧縮積立金の積立 △7 －

当期変動額合計 △1,160 △779

当期末残高 270 △508

利益剰余金合計   

当期首残高 5,069 3,916

当期変動額   

剰余金の配当 △180 △225

当期純損失（△） △972 △554

当期変動額合計 △1,152 △779

当期末残高 3,916 3,137

自己株式   

当期首残高 △1,523 △1,530

当期変動額   

自己株式の取得 △7 △1

自己株式の処分 0 0

当期変動額合計 △7 △0

当期末残高 △1,530 △1,531

株主資本合計   

当期首残高 24,661 23,501

当期変動額   

新株の発行 － 3,830

剰余金の配当 △180 △225

当期純損失（△） △972 △554

自己株式の取得 △7 △1

自己株式の処分 0 0

当期変動額合計 △1,159 3,050

当期末残高 23,501 26,551
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（単位：百万円）

前事業年度 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成24年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成25年３月31日) 

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金   

当期首残高 △133 △145

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △11 213

当期変動額合計 △11 213

当期末残高 △145 68

評価・換算差額等合計   

当期首残高 △133 △145

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △11 213

当期変動額合計 △11 213

当期末残高 △145 68

新株予約権   

当期首残高 12 －

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △12 －

当期変動額合計 △12 －

当期末残高 － －

純資産合計   

当期首残高 24,539 23,356

当期変動額   

新株の発行 － 3,830

剰余金の配当 △180 △225

当期純損失（△） △972 △554

自己株式の取得 △7 △1

自己株式の処分 0 0

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △23 213

当期変動額合計 △1,183 3,263

当期末残高 23,356 26,620
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(1）役員の異動 

①代表者の異動 

該当事項はありません。 

  

②その他の役員の異動（平成25年６月27日付予定） 

取締役候補 

久保田 正 （現 代表取締役社長） 

高橋 精一 （現 常務取締役） 

横馬場 清美（現 常務取締役） 

井本 浩嗣 （現 取締役） 

井上 善雄 （現 取締役） 

寳來 茂  （新任） 

中川 卓男 （新任） 

宮﨑 勉  （新任） 

（注）井上善雄、宮﨑勉は、社外取締役の候補者であります。 

  

監査役候補 

（非常勤）髙野 幹夫（現 監査役）  

（非常勤）千賀 明雄（新任 公認会計士） 

（注）髙野幹夫、千賀明雄は、社外監査役の候補者であります。 

  

(2）その他 

該当事項はありません。  

  

６．その他
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